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果物の成分イメージング： 薄切不要の転写サンプリング

■ 測定手順

50 mmサイズのイチゴ断面を用意して、Poropareへ
の転写によってサンプリングした。転写後のPoropare
は追加処理せず、質量分析イメージングを実施した。

■ アプローチ

■ 測定の課題

測定面を露出して 押し付けて転写!

そのまま装置へ!

多

少
10 mm

単糖 クエン酸 二糖
•前処理の削減
•位置情報の維持
•イチゴ断面の糖類・酸の分布イメージが明瞭に得られた。
•高再現性
•同じイチゴを3回転写して、全て同様の結果が得られた。

Poropare™の活用結果

農産物に含まれる成分分布を可視化したいが、含水量の
多くサイズの大きい果物は、前処理として必要な薄切が
難しく、質量分析イメージングの実施が容易ではない。


